







Psychophysical Study on Risk Expectation of Fall-Down
Accident in Elder Person
Shinji Nakamura

















































































　高齢者ＰＣサークル参加者 24 名（男性 9名，女性




覚刺激は PC により描画され，15 インチ液晶ディス
プレイ（Fujitsu VL-151SS）上に提示された（リフレッ




















刺激呈示開始後 500msec 後に運動ターゲットが 6.85
° /sec の速度で運動を開始した．運動開始後，800， 
1000， 1200， 1400msec 後に運動ターゲットを消失さ




















時間 :F(2,21)=1.22, n.s., 速度みこし誤差：F(2,21)<1.0, 
図２）．一方，転倒事例の有無は単純反応時間，速
度みこし誤差に有意な影響を及ぼし（単純反応時
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